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対
馬
市
消
防
団
幹
部
会
が
、
峰
地
区
公
民
館
で
、
三
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
、

筆
頭
副
団
長
ら
幹
部
三
十
六
名
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
新
市

の
消
防
団
組
織
の
体
制
、
事
業
方
針
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
対
馬
市
消
防
団
は
、
永
留
市
喜
団
長
を
ト
ッ
プ
に
、
筆
頭
副
団
長
六
名
、
副
団

長
二
十
二
名
、
指
導
員
八
名
、
分
団
長
百
十
名
、
副
分
団
長
九
十
八
名
、
部
長
二

百
三
十
四
名
、
班
長
四
百
十
二
名
、
団
員
千
六
十
九
名
の
計
千
九
百
六
十
名
（
三

月
一
日
現
在
）
で
組
織
さ
れ
、
地
域
の
防
火
、
防
災
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

�

役
職
名�

団

長

�

筆
頭
副
団
長�

筆
頭
副
団
長�

筆
頭
副
団
長�

筆
頭
副
団
長�

筆
頭
副
団
長�

筆
頭
副
団
長�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�
副

団

長
�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

副

団

長

�

指

導

員

�

指

導

員

�

指

導

員

�

指

導

員

�

指

導

員

�

指

導

員

�

指

導

員

�

指

導

員

�

�

氏
　
　
名�

永

留

市

喜

有

地

眞

汎

宮

崎

義

則

作

元

義

文

双

須

英

男

糸
　
瀬
　
久
三
郎

武

末

栄

連

皆

川

昭

雄

阿
比
留
　
　
　
武

小

島

保

弘

権

藤

勝

己

三

山

専

壽

田

中

武

範

橘

　

弘

幸

築

城

秀

和

村

瀬

哲

美

梅

野

和

彦

八

坂

政

治

早

田

岩

雄

小

西

明

範

佐

護

哲

也

田

代

　

稔

佐

伯

利

生

浜

田

元

春

山

田

博

康

飯

田

邦

彦

井

元

直

徳

糸

瀬

克

己

犬

束

俊

治

斎

藤

久

光

井

手

克

美

大

和

英

朗

山

口

浩

一

阿
比
留
　
和
　
男

堀

　

進

城

崎

安

充

武

末

高

明

出
身
地
区�

峰厳
原

美
津
島

豊
玉

峰上
県

上
対
馬

厳
原

厳
原

厳
原

厳
原

厳
原

美
津
島

美
津
島

美
津
島

豊
玉

豊
玉

峰峰峰

上
県

上
県

上
県

上
県

上
県

上
対
馬

上
対
馬

上
対
馬

上
対
馬

厳
原

厳
原

美
津
島

美
津
島

豊
玉

豊
玉

上
対
馬

上
対
馬

対
馬
市
消
防
団
幹
部
会�

�

対
馬
市
消
防
団�

幹
部
名
簿�


